
初
公
開 

醍
醐
寺
聖
天
堂
内
拝
お
よ
び
秘
仏
聖
天
（
歓
喜
天
）
像
御
開
帳
の
ご
案
内 

  

謹
啓 
時
下
益
々
ご
清
祥
の
段
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
よ
り
当
山
に
お
心
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
般
、
醍
醐
寺
三
宝
院
に
て
、
長
年
非
公
開
で
ご
ざ
い
ま
し
た
聖
天
堂
の
御
開
帳
を
初
め
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
内
部
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
時
代
の
仏
様
が
厨
子
の
中
に
納
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
七
年
五
月
一
日
か
ら
同
月
六
日
ま
で
、
聖
天
堂
の
内
拝
と
秘
仏
聖
天
様
の
双
身
像
を
御
開
帳
い
た
し
ま
す
。 

聖
天
様
は
、
私
た
ち
衆
生
の
迷
い
を
救
い
、
願
い
を
か
な
え
さ
せ
て
く
だ
さ
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
家
内
安
全
、
夫
婦

和
合
の
敬
愛
や
、
商
売
繁
昌
、
金
運
上
昇
、
事
業
繁
栄
な
ど
の
増
益
に
ご
利
益
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

醍
醐
寺
で
は
、
毎
日
午
前
三
時
か
ら
聖
天
行
者
が
聖
天
様
に
油
を
注
ぎ
供
養
す
る
、「
浴
油
法
」
と
い
う
秘
法
が
行
わ
れ
、
一
年
を
通
じ

て
御
祈
願
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
頂
き
ま
し
て
、
ご
利
益
を
蒙
り
ま
す
様
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

ご
信
心
の
皆
様
方
に
は
、
千
載
一
遇
の
慶
事
に
ぜ
ひ
ご
参
拝
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

合
掌 

 
 

令
和
七
年
四
月
吉
日 

總
本
山 

醍 

醐 

寺 

各 

位 
 

 



 記 

 

・
日
時 

 

令
和
七
年
五
月
一
日
（
木
）
～
六
日
（
火
） 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半 

・
場
所 

 

醍
醐
寺
三
宝
院
内
聖
天
堂
内
拝
（
聖
天
様
双
身
像
の
御
開
帳
は
三
宝
院
弥
勒
堂
に
て
行
い
ま
す
） 

・
御
開
帳
さ
れ
る
仏
様 
銅
造 

聖
天
双
身
像 

・
御
開
帳
奉
納
料 

お
一
人 
一
，
〇
〇
〇
円 

（
別
途
三
宝
院
拝
観
料
が
必
要
で
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
聖
天
御
祈
願
料 

一
日
祈
願 

 
 

一
願 

 
 

 

三
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
週
間
祈
願 
 

一
願 

 
 

二
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
間
祈
願 

 
 

一
願 

 
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 


